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はじめに

山形県が 年に育成した酒造好適米新品種「雪

女神」は、玄米粗タンパク質含有率が低く、心白の

発現が良く、その大きさが適度で、玄米千粒重が重

く、高度搗精時の砕米率が低い等、大吟醸酒の醸造

に適する特性を有する 。

年の一般作付けにあたり、「雪女神」の有する

醸造特性をさらに高める栽培法を明らかにするため、

登熟気温、収量構成要素、幼穂形成期の生育と追肥、

選別網目について検討を行った。

試験方法

（ ）登熟気温

供試品種を「雪女神」とし、 ～ 年に山形

県農業総合研究センター（山形市）、山形県農業総合

研究センター水田農業試験場（鶴岡市）、現地 ヶ所

（ 年： ヶ所、 年： ヶ所）で試験を行った。

山形県農業総合研究センターおよび同水田農業試験

場では 月 日～ 月 日に ～ 日間隔で移植を行

い、現地は地域の標準的な時期に移植を行った。試

験区は 点であり、温度データは、気象観測装置、

またはおんどとり （ 社製）で測定した。蒸米

消化性については、山形県工業技術センターで委託

分析を行った。

（ ）収量構成要素

供試品種を「雪女神」とし、 ～ 年に山形

県農業総合研究センター、山形県農業総合研究セン

ター水田農業試験場、現地 ヶ所（ 年： ヶ所、

年： ヶ所、 年： ヶ所）で試験を行った。

地域の標準的な時期に移植を行い、栽植密度は

～ 株 ㎡、基肥 は ～ 、追肥 は出

穂 ～ 日前とした。現地試験の一部では、基肥に

一発肥料を用いた。試験区は 点であり、 の

選別網で調製を行った精玄米重、整粒歩合、玄米粗

タンパク質含有率、㎡当たり籾数について調査を行

った。

（ ） 月 日の生育と追肥

（ ）収量構成要素の試験区について、 月 日の

茎数、葉色の調査を追加で行った。葉色は

（コニカミノルタ社製）で測定した。

（ ）選別網目

（ ）収量構成要素の試験区について、 、

網で調製を行い、精玄米重を測定した。 年に山

形県農業総合研究センターで行った試験区のうち、

基肥 を 、 、 、 とした 試験区に

ついて、 、 、 網で調製を行い、整粒歩

合、心白発現率、心白率、玄米千粒重、 精米時の

砕米率と無効精米歩合を測定した。

試験結果及び考察

（ ）登熟気温

出穂後 日間の日平均気温と蒸米消化性の間には

負の相関があり、相関係数は であった（図 ）。

大吟醸酒用の原料米として求められる蒸米消化性は

前後であること、登熟気温が高まると心白発現率

は増加し、玄米千粒重は低下することから、醸造特

性の面から最適な登熟気温は出穂後 日間の日平均

気温で ～ ℃であると考えられた。

（ ）収量構成要素

㎡当たり籾数が多い場合、玄米粗タンパク質含有

率のバラつきが多い傾向が見られた（図 ）。大吟醸

酒用の原料米として求められる玄米粗タンパク質含

有率 を安定的に得るには、籾数を 粒 ㎡以

下とする必要があると考えられた。なお、籾数が

粒 ㎡の時に見込まれる精玄米重は 、整

粒歩合は であった（データ省略）。

（ ） 月 日の生育と追肥

月 日の茎数が 本 ㎡以上、または、葉色が

以上の場合、出穂 ～ 日前に窒素成分で

の追肥を行うと、籾数が 粒 ㎡以上となる事例

や（図 ）、玄米粗タンパク質含有率が 以上とな

る事例が確認された（図 ）。この場合、㎡当たり籾
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数および玄米粗タンパク質含有率を抑えるため、追

肥量を減らす必要があると考えられた。月 日の茎

数 本 ㎡以上、または、葉色が 以上の場合、出

穂 ～ 日前に窒素成分で の追肥を行うと、

籾数が 粒 ㎡を上回る事例が確認されたため、

追肥を取りやめる必要があると考えられた。

（ ）選別網目

選別網目を 、 とした際の玄米の重量割

合は、粗玄米重に対してそれぞれ概ね 、 であ

った。選別網目を大きくすることで整粒歩合、心白

発現率は向上し、千粒重は増大するが、心白率は心

白発現率ほど変化しなかった。選別網目を から

にすることで 精米における砕米率はやや低

下し、無効精米歩合も低下した（表 ）。

まとめ

生育、収量、品質、醸造特性等の関係について解

析を行ったところ、「雪女神」の醸造特性は、出穂後

日間の日平均気温を ～ ℃、㎡当たり籾数を

粒以下とすることで最適となり、選別網目を

大きくすることでさらに向上することが明らかとな

った。

また、生育に応じた穂肥量の調整により、籾数を

適正に制御し、醸造特性を高めることが可能である

と示唆された。
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図 登熟気温と蒸米消化性の関係 図 ㎡当たり籾数と玄米粗タンパク質含有率

（栽植密度を 株 ㎡とした試験および現地試験より作図）

図 月 日の生育と㎡当たり籾数 図 月 日の生育と玄米粗タンパク質含有率

（追肥を出穂 ～ 日前、窒素成分で ～ とした （追肥を出穂 ～ 日前、窒素成分で ～ とした

試験および現地試験より作図） 試験および現地試験より作図）

表 選別網目と収量、品質

選別網目（mm）

± ± ± ± ± ±

± ± ± ± ± ± ±

± ± ± ± ± ± ±
±：標準偏差
1）1.95mmのデータは欠測
2）達観で調査し、「（5×心白の大きさが「大」の粒数＋4×心白の大きさが「中」の粒数＋2×心白の大きさが「小」の粒数）／調査粒数×100」として求めた。
3）70%精米時

無効精米歩合3）（%）粗玄米重に対する比率1）（%） 整粒歩合（%） 玄米千粒重（g） 心白発現率（%） 心白率2）（%） 砕米率3）（%）
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